
Aegis MQL SaaS：技術的新規性（「世界初」）
と有用性に関するデューデリジェンス・レポート 
 

エグゼグティブ・サマリー：Aegis MQL SaaSの「世界初」と「有
用性」に関する分析評価 
 

総論（新規性） 
本レポートは、Aegis MQL SaaS（以下、「当該SaaS」）の技術的新規性（「世界初」であるか）および
その有用性について、提供された資料 1 と、金融SaaS、RegTech（規制技術）、AI分野における競合
環境 3 を照合し、詳細な分析を行うものである。 

分析の結果、当該SaaSを構成する個別の技術要素、例えば「マルチAIによる合議制」 1 や「キルス
イッチ」機能 1 は、それ自体が「世界初の発明」ではないことが確認された。市場には、金融機関や学
術界主導によるAI合議制のイニシアチブ 5 や、既存のリスク管理SaaS 8 が既に存在する。 

しかし、当該SaaSの「世界初」という主張の核心は、個別の機能発明ではなく、その特異な統合アー
キテクチャにある。当該SaaSは、「AIによる金融取引の『実行（合議）』、『監視（リスクエンジン）』、『内
省（ログ分析）』、そして『監査（RegTech）』というライフサイクル全体を、単一のアーキテクチャで垂直
統合し、『AIの説明責任』と『法的証跡』を提供する」と主張している点 1 に最大の独自性がある。 

特に、公開情報 2 で主張される「GenAI因果指紋分析」「LLM調査ブリーフィング」「不可改竄SRE」の
3技術を「世界で初めて統合」し、AIの「ブラックボックス問題」を解決するというアプローチは、従来の
RegTech（例：AML対応）とは一線を画す。この「AIの監査可能性（Audibility）」に特化したRegTechイ
ンフラとして、当該SaaSのアーキテクチャは「世界初」である可能性が極めて高いと評価できる。 

 

総論（有用性） 
当該SaaSの有用性は、想定されるターゲット顧客セグメントによって明確に異なる戦略的価値を提
供する。 

1.​ 個人トレーダー（B2C）向け:​
中核的な有用性は「TradingOps Analytics」（AIコーチ） 1 にある。特に「負けパターンカタログ」 
1 は、競合のAIコーチ（例：TraderSync） 8 が提供する統計的フィードバックを超え、具体的な行
動変容を促す文脈的（Contextual）なアドバイスを提供する可能性があり、極めて有用性が高
い。 



2.​ プロップファーム（B2B）向け:​
最も有用性が高いセグメントである。当該SaaSの3層構造（Risk Engine, Analytics, RegTech） 
1 は、プロップファームの主要な経営リスク（(1)トレーダーの破綻、(2)育成コスト、(3)「恣意性」
による法的紛争） 2 のすべてに対応する。特に「KaaS」 1 と「不可改竄SRE」 2 の組み合わせ
は、リスク管理と法的防衛（監査証跡）を同時に実現する強力なソリューションとなる。 

3.​ 金融機関（B2B）向け:​
「Multi-AI Consensus」のRegTech機能 1 が高い有用性を持つ。金融庁（FSA）などが将来的に
義務化する「AIの説明責任」 2 に対し、AIの判断理由を「合議」と「証跡」によって可視化する機
能 2 は、既存のRegTechソリューションに対する明確な差別化要因となり、監査コストとコンプラ
イアンス違反リスクを大幅に低減する価値を提供する。 

 

戦略的推奨 
マーケティングメッセージは、「AI合議」という機能的新規性（競合多数）を強調するのではなく、2で主

張される「AIの監査可能性と説明責任（RegTech）」、および1で定義される「失敗の体系化（

TradingOps）」という、より防御的かつ具体的な価値命題にフォーカスすることが推奨される。 

 

第1部：「世界初」の主張に関する詳細分析 
 

1.1. 結論：「発明」ではなく、「特異な統合」 
当該SaaSの「世界初」という主張を評価する上で、まず内部資料 1 と公開Webサイト 2 でのポジショ
ニングの差異を明確にする必要がある。 

●​ Aegis MQLの2つの「世界初」の主張: 
1.​ 内部コンセプト資料 1: 5つのAIモデル（GPT, Gemini, Claude, Grok, Perplexity）による「

Multi-AI Consensus」が「世界的にも珍しい」と主張している 1。 
2.​ 公開Webサイト 2: RegTech領域において、「GenAI因果指紋分析（矛）」「LLM調査ブリー
フィング（盾）」「不可改竄SRE（基盤）」という3つの技術を「世界で初めて統合」し、AIの「法
的証跡」を提供すると主張している 2。 

この2つの資料間には、ポジショニングの明確な進化が見られる。内部資料 1 が「AI合議」という機能
の優位性を「珍しい」と表現するに留まっているのに対し、公開サイト 2 は、「GenAI因果指紋分析」
「法的証跡」といった、より具体的かつ法的な用語を用い、金融機関やプロップファームが直面する「

AIのブラックボックス問題」や「恣意性」疑惑 2 という深刻なコンプライアンス課題を解決する「
RegTechインフラ」としての「世界初の統合」を強く主張している。 

したがって、本SaaSの新規性評価は、2で定義される「RegTech統合アーキテクチャ」が中核であり、1



の「AI合議」や「Risk Engine」はその構成要素である、という前提で進めるのが妥当である。 

以下の表は、主要コンポーネントごとの新規性（「世界初」の主張）について、競合環境と照らした分

析結果を集約したものである。 

表1：Aegis MQL SaaS主要コンポーネントと「世界初」の主張に関する競合分析 

 

コンポーネント Aegis MQLの主張 競合・市場の現状

（主要な競合製品・

論文） 

「世界初」の評価 

Multi-AI 
Consensus (合議
AI) 

5モデル (GPT, 
Gemini, Claude, 
Grok, Perplexity) の
合議 1。投資判断と
RegTech審査に適
用。「世界的にも珍し

い」 1。 

手法は「世界初」で

はない。 
 
• Chainlinkイニシア
チブ: DTCC, Swift等
と連携。GPT, 
Gemini, Claudeの合
議（Consensus）で
「統一ゴールデンレ

コード」を生成 5。 
 
• 学術研究: 「
AlphaAgents」 7 や「
P1GPT」 3 など、マル
チエージェントAIの討
論（Debate）による
金融分析が主流トレ

ンド。 

「手法」は世界初で

はない。 
 
 
しかし、「Grokと
Perplexityを含む特
定の5モデルの組み
合わせ」と、それを

「投資判断と

RegTech審査の汎
用API」としてSaaS提
供する実装は、世界

初の可能性がある。 

Aegis Risk Engine 
(KaaS) 

「KillSwitch as a 
Service (KaaS)」 1。
AIがVIX急騰などを
判定し、ロット縮小や

全決済を実行する汎

用API 1。 

機能は「世界初」で

はない。 
 
• NYSE (取引所): 
2009年時点で「キル
スイッチ」を導入・改

修済み 13。 
 
• プロップファーム: 
キルスイッチ（手動/

「機能」は世界初で

はない。 
 
 
しかし、従来の内製

システムや特定プ

ラットフォームの一機

能だったものを、AIに
よる動的判定を加

え、「汎用API (as a 



自動）は、ファーム向

けソリューションの

「必須機能」である 9

。 

Service)」として
SaaS化する製品カ
テゴリは、世界初の

可能性がある。 

Aegis TradingOps 
Analytics (AIコー
チ) 

「負けパターンカタロ

グ」 1。トレーダーの
失敗を「NY反転死」「
VWAP逆側突撃死」
のように具体的に命

名・分類 1。 

カテゴリは「世界初」

ではない。 
 
• TraderSync: 「
Cypher」という「AI 
Trading Coach」を
SaaS提供 8。 
 
• 競合分析 10: 
TraderSyncのAIコー
チは、「統計的なミ

ス」（例: "午後の取
引で損失"）の指摘に
留まり、具体的な名

称のパターンをカタ

ログ化するとは明示

されていない 10。 

「カテゴリ」は世界初

ではない。 
 
 
しかし、既存SaaSの
「統計的」分析を超

え、「文脈的な失敗

パターン」を自動で

命名・カタログ化する

機能は、世界初のイ

ノベーションである可

能性が高い。 

総合アーキテクチャ 
(RegTech/監査統
合) 

「GenAI因果指紋分
析」「LLM調査ブリー
フィング」「不可改竄

SRE」の「世界初の統
合」 2。AIの「法的証
跡」を提供 2。 

アーキテクチャは「世

界初」の可能性。 
 
• 既存RegTech: 
AML 14、インサイ

ダー取引 15、規制把

握 16 など、人間のコ
ンプライアンス支援

が中心。 
 
• AegisのRegTech: 
「AIのブラックボック
ス問題」 2 という、AI
自体のコンプライア

ンスと説明責任に焦

点を当てている。 

「世界初」の核心。 
 
 
「AIによる金融取引
の実行・監視・内省」

の全プロセスを、「改

ざん不可能な形で監

査・証明」できるよう

に垂直統合した

RegTechインフラ・
アーキテクチャは、

世界初の試みである

と評価できる。 

 



1.2. コンポーネント別分析（1）：Multi-AI Consensus Engine（合議AI） 
 

Aegis MQLは、その中核機能として5つの主要LLM（GPT, Gemini, Claude, Grok, Perplexity）による
合議制分析エンジンを掲げ、これを「世界的にも珍しい」と主張している 1。この主張の妥当性を、金
融業界、学術界、商用SaaSの3つの側面から検証する。 

 

競合分析（金融業界イニシアチブ） 

 

「複数のLLMによる合議制（Consensus）」という手法自体は、世界初ではない。 

最大の先行事例は、ブロックチェーン・オラクルのChainlinkが主導する業界横断的なイニシアチブで
ある 5。このプロジェクトには、DTCC（米国証券集中保管振替機構）、Swift、Euroclearといった市場
インフラの中核を担う機関に加え、BNP Paribas、UBS、Citi、ANZなど24の主要金融機関が参加して
いる 6。 

このイニシアチブは、Aegis MQLが使用するモデルと重複するGPTシリーズ、Geminiシリーズ、
ClaudeシリーズのLLMを名指しで挙げており 6、これらのAIモデル群に非構造化データ（主に「企業
行動（Corporate Actions）」の開示情報） 5 を処理させ、その出力の「合議（Consensus）」 17 を取る
ことで、信頼性の高い「統一されたゴールデンレコード（unified golden record）」 6 を生成することを
目的としている。このシステムは、データがISO 20022準拠のメッセージとしてSwiftネットワークに送
信されるなど、実運用を見据えたフェーズ2まで完了している 5。 

 

競合分析（学術研究） 

 

金融分析の領域において、単一のAIではなく複数のAIエージェントを協調・競合させる枠組みは、学
術研究における明確なトレンドとなっている。 

例えば、「AlphaAgents」 7、「FinRobot」 12、「P1GPT」 3、「MarketSenseAI」 19 といった多数の研究論
文が公開されている。これらの研究は共通して、AIエージェントに「ファンダメンタルズ分析」「テクニカ
ル分析」「センチメント分析」といった異なる役割を与え、エージェント間で「討論（debate）」 7 や協調
作業を行わせることで、単一AIモデル特有のバイアスやハルシネーション（幻覚）を軽減し、株式分
析やポートフォリオ構築の精度を向上させることを目的としている 12。 

 



競合分析（商用SaaSおよびAPIの可用性） 

 

複数のAIモデルを単一のプラットフォームに統合するアーキテクチャは、SaaS業界において一般的
な技術パターンとなりつつある。「LLMオーケストレーション」 20 や「マルチモデル統合」 21 は、SaaS
の競争力を高める標準的な手法として認識されている。 

具体的には、法務AIのLuminanceが「A Unique AI Architecture Powered by Multiple Models」 22 
を、データ処理SaaSのUnstractが「2つのLLM（例：OpenAI + Claude）を並行実行させ、両者が合意
した場合のみ出力を返す」機能 23 を既に商用提供している。 

また、Aegis MQLが採用する5モデル（GPT, Gemini, Claude, Grok, Perplexity）は、すべて個別の
APIアクセスが可能な商用または準商用モデルである 4。特にPerplexityはリサーチや金融 28 に、
Grokはリアルタイムのセンチメント分析 29 に強みがあるとされ、これらを組み合わせて使用すること
は技術的に可能であり、金融分野での活用が広く議論されている 30。 

 

「世界初」の評価（Multi-AI Consensus） 

 

以上の分析から、以下の結論が導かれる。 

「Multi-AI Consensus（合議制）」という手法は、世界初ではない。Chainlinkの業界イニシアチブ 5 や
Unstract 23 が、異なる目的ではあるが、その概念をAegis MQLに先行して実装・実証している。 

しかし、Aegis MQLの独自性は、(a) Chainlinkが使用する主要3モデル（GPT, Gemini, Claude） 6 に
加え、センチメント分析用の「Grok」とニュース検証用の「Perplexity」 1 を組み込んだ特異な5モデル
構成である点、および (b) その適用領域が、Chainlinkの「非構造化データの標準化」 5 ではなく、
「投資判断（未来予測）」と「RegTech（コンプライアンス審査）」 1 という、より高度な判断を要する領域
である点にある。 

したがって、「GrokとPerplexityを含む5モデルを統合」し、それを「投資判断」と「RegTech審査」の双
方に適用する汎用API 1」という特定の実装については、提供された資料の範囲内では他に類例がな
く、「世界的に極めて稀」 1 という主張には一定の妥当性がある。 

 

1.3. コンポーネント別分析（2）：Aegis Risk Engine (KaaS) 
 

Aegis MQLは、破綻防止エンジンの中核機能として「KillSwitch as a Service (KaaS)」を提案してい



る 1。これは、VIX急騰、金利イベント、スプレッド急拡大といった市場の異変をAIがリアルタイムで判
定し、自動でロット縮小や全決済（PositionCloseAll）を実行する汎用APIである 1。 

 

競合分析（Kill Switchの一般性） 

 
まず、「キルスイッチ」という概念と機能は、金融業界において全く新しいものではなく、むしろ標準的

な必須機能である。 

特に機関投資家、取引所、プロップファームの領域では、アルゴリズム取引の暴走による壊滅的損

失を防ぐための最終防衛ラインとして古くから導入されている。顕著な例として、NYSE（ニューヨーク
証券取引所）は、2009年に発生したRonin Capitalのアルゴリズム暴走（30,000件の不適切なク
オートを送信）事故を受け、「Market Maker Risk Limitation Mechanism」（キルスイッチ）を改修した
実績がある 13。このシステムは、マーケットメーカーが自身のリスク許容度に基づき設定した閾値（例

：一定時間内の約定数）を超えた場合、自動的にそのマーケットメーカーのクオート（気配値）を市場

から強制的に削除（パージ）するものである 13。 

同様に、プロップトレーディング・ファーム向けのSaaSソリューションや内部システムにおいても、「手
動および自動のキルスイッチとサーキットブレーカーのサポート」は、プラットフォーム選定時の必須

要件として挙げられている 9。個人トレーダー間の議論においても、キルスイッチは（スリッページのリ
スクを除けば）ドローダウンを制御する最も重要な機能として認識されている 31。 

（なお、資料32は、金融以外の一般ソフトウェア開発（機能フラグとしてのOps Toggles 32）やサイバー

セキュリティ（内部犯行 33、国家インフラ 34）における「キルスイッチ」の用例を示しており、この用語が

IT分野で広く一般的に使用されていることを裏付けている。） 

 

「世界初」の評価（KaaS） 

 
前述の通り、「Kill Switch」という機能自体は世界初ではない。 

しかし、Aegis MQLの主張の核心は「Kill Switch」という単語そのものではなく、「as a Service 
(KaaS)」という提供形態と機能の高度化にある。 

従来のキルスイッチ 9 は、特定の取引所インフラの一部、またはプロップファームの包括的な内部シ
ステム（Internal System）の一機能として提供されてきた。これに対し、Aegis MQLは、特定のブロー
カーやプラットフォーム（例：MT4/MT5） 35 に縛られない「汎用API」として、この破綻防止機能を提供
しようとしている 1。 

さらに、従来のキルスイッチが「連敗数」や「維持率閾値」 1 といった内部的な閾値に基づいていたの
に対し、Aegis MQLのKaaSは、「VIX急騰」「金利イベント」「スプレッド急拡大」といった複数の外部要



因をAIがリアルタイムで動的に判定する 1。 

結論として、「Kill Switch」という機能は世界初ではないが、それを複数の外部要因に基づきAIが動
的に判定し、プラットフォーム非依存の「汎用API（as a Service）」としてB2B提供するビジネスモデ
ルおよび製品カテゴリは、資料上、他に類例がなく、「世界初の製品カテゴリ」である可能性が非常に

高い。 

 

個別機能の新規性：「コツコツドカン検知エンジン」 

 

Risk Engineに含まれる「コツコツドカン検知エンジン」 1 は、注目すべき新規機能である。「コツコツド
カン」とは、小さな利益を積み重ね（コツコツ）、一度の大きな損失で全てを失う（ドカン）という、特に

日本の個人トレーダーの間で広く認識されている典型的な失敗パターンである 36。 

この、従来は定性的・精神論的に語られがちだった失敗パターン 36 を、AIを用いてトレーダーの約定
履歴から定量的に「検知」し「エンジン化」する 1 というアプローチは、具体的かつ独自のイノベーショ
ンとして評価できる。 

 

1.4. コンポーネント別分析（3）：Aegis TradingOps Analytics（AIコーチ） 
 

Aegis MQLの第3の柱は、トレーダーのパフォーマンスを解析する「Aegis TradingOps Analytics」 1 
である。その中核は、「負けパターンカタログ」と「改善提案AI（AIトレーナー）」である 1。これは、トレー
ダーの失敗を「NY反転死」「ATR低ボラでSL」「VWAP逆側突撃死」のように具体的にパターン化・カタ
ログ化し、「あなたはNYで-234pips失っています。NYは取引停止を推奨します」といった具体的な改
善提案をAIが自動生成する機能である 1。 

 

競合分析（トレーディング・ジャーナルSaaS市場） 

この「AIトレーディングコーチ」の領域は、既存の競合が多数存在する成熟市場である。 

●​ TradeZella: 「behaviours that lead to profit（利益につながる行動）」を分析し、「strengths or 
weaknesses（強み・弱み）」を理解するための「50以上のレポート」を提供すると謳っている 37。 

●​ FixyTrade: 「Analyze your results with precision（結果を正確に分析）」し、「Trading Score」「
Trading Tags」といった機能で戦略の比較やパフォーマンスレポートを提供している 38。 

●​ TradeXJournal: Reddit発のSaaSで、「Spot patterns over time（時間経過によるパターンの
発見）」「Reflect on your behavior（自身の行動の内省）」といった類似機能を提供している 39。 



これらのSaaSの中で、Aegis MQLの最も強力かつ直接的な競合は「TraderSync」である。
TraderSyncは、「Cypher」という名称の「AI Trading Coach」をSaaSの主要機能として明確に打ち
出している 8。 

 

「世界初」の評価（AIコーチ）：抽象度 vs 具体性 

 

Aegis MQLとTraderSyncは、「AIがトレーダーのパフォーマンスを分析し、コーチングする」という
SaaSのアイデアにおいて酷似している。TraderSyncの「Cypher」 8 は、Aegisの「AIトレーナー」 1 と
同じく、「Pattern Detection（パターン検知）」機能を有し、「Identify Costly Mistakes（高くつくミスの
特定）」を行い、「recurring behaviors and setups（繰り返される行動やセットアップ）」をユーザーに
警告する 10。 

ここでの「世界初」の論点は、アイデアではなく、その分析の解像度にある。 

●​ TraderSync 10: TraderSyncのAIコーチ「Cypher」が提示するフィードバックの具体例として、「
Adherence to Trading Plan（取引計画の遵守）」レポートの調査結果が挙げられている 10。そ

の内容は「(1) 計画から逸脱したトレードで$12,340の損失が発生」「(2) 非準拠のトレードは午
後に多く発生」「(3) 非準拠のトレードは保有時間が20分長い」といったものであった 10。これら

は非常に有用なフィードバックであるが、あくまでも統計的な集計結果である。 
●​ Aegis MQL 1: Aegis MQLが提示するフィードバックの具体例は、「(1) NY反転死」「(2) VWAP逆
側突撃死」「(3) ADX<20の時の逆張りで負けている」といったものである 1。これらは、統計的な
集計ではなく、文脈的・定性的なトレード手法の失敗を具体的に指摘している。 

詳細な調査 10 によれば、TraderSyncの「Cypher」が、Aegis MQLの「負けパターンカタログ」 1 のよう
に、「具体的な名称の『負けパターン』を自動的に識別・カタログ化する」と「明示的に述べていない」

ことが確認されている 10。 

結論として、「AIトレーディングコーチ」というSaaSカテゴリは世界初ではない。TraderSync 8 が明確
な先行者である。しかし、Aegis MQLが主張する「『負けパターンカタログ』という、統計的（Statistical
）ではなく文脈的（Contextual）な失敗パターン（例：「NY反転死」）を自動で命名・分類し、具体的な行
動変容（例：「NYは取引停止を推奨」）を提示する機能」 1 は、TraderSyncの抽象的な「繰り返される
行動」の指摘 10 よりも一歩踏み込んでおり、「世界初の機能レベルのイノベーション」である可能性
が極めて高い。 

 

1.5. 結論：「世界初」の核心はRegTechアーキテクチャ2 

 



第1.2～1.4節のコンポーネント別分析により、個別の要素（AI合議、KaaS、AIコーチ）は、それぞれ強
力な競合（Chainlink, TraderSync）や既存概念（Kill Switch）が存在することが確認された。 

しかし、前述の1.1節で指摘した通り、Aegis MQLの「世界初」の主張の核心は、これらのコンポーネ
ントを「GenAI因果指紋分析」「LLM調査ブリーフィング」「不可改竄SRE」として「世界で初めて統合」し
たRegTechインフラである、という公開Webサイトの主張 2 にある。 

この主張を、既存のRegTech市場と比較して評価する。 

●​ 既存RegTech市場: 日本国内外の既存RegTechソリューション 14 は、主に「AML（マネーロンダ
リング）のアラート調査」 14、「インサイダー取引（MNPI）の管理」 15、「適用される規制の把握（

Know Your Regulations）」 16 など、人間のコンプライアンス活動をAIが支援するものである。 
●​ Aegis MQLのRegTech: これに対し、Aegis MQLのRegTech 2 は、根本的に異なる問題を解
決しようとしている。それは「AIのコンプライアンス」、すなわち「AIのブラックボックス問題」の解
決と「AIの判断理由の説明責任」 2 という、FISCや金融庁（FSA）が次世代の課題とする領域で
ある 2。 

この「AIの説明責任」という目的を達成するために、Aegis MQLの3層構造は以下のように連動し、2

で主張されるRegTech機能を実現していると考えられる。 

1.​ 実行 1: 5体のAIが合議して「投資判断」または「コンプラ審査」を実行する。 
2.​ 監視 1: KaaSが「破綻リスク」を常時監視し、実行に介入する。 
3.​ 内省 1: 強力な「ログ基盤」がAIとトレーダーの全パフォーマンスを記録・分析する。 
4.​ 監査 2: これら1～3の全プロセス（AIの判断理由、KaaSの作動理由、パフォーマンスログ）が、
「不可改竄SRE（Immutable SRE）」（おそらくはブロックチェーン技術）に記録される。これによ
り、後から「GenAI因果指紋分析」による「法的証跡」 2 として提出することが可能となる。 

 

最終結論（新規性） 

 

Aegis MQL SaaSは、「AI合議」や「KaaS」を発明したのではない。 

その「世界初」の主張の核心は、「AIによる金融取引の実行・監視・内省の全プロセスを、RegTech 2 
の観点から『改ざん不可能な形で監査・証明』できるように、垂直統合したSaaSアーキテクチャ」にあ
る。 

提供されたリサーチ資料の範囲では、この特定の統合アーキテクチャ（AI実行＋監査証跡）を単一
のSaaSとして提供する直接的な競合は確認できない。これは、Chainlinkの「データ標準化」 5 とも、
TraderSyncの「コーチング」 8 とも異なる、「AIの説明責任」に特化した世界初のRegTechインフラで
あると評価できる。 



 

第2部：SaaSの「有用性」に関する多角的評価 
 

当該SaaSの有用性は、3つの主要な顧客セグメント（個人トレーダー、プロップファーム、金融機関）
に対し、それぞれ劇的に異なる価値を提供する。 

 

2.1. ターゲット別評価：個人トレーダー（B2C） 
個人トレーダーにとって、当該SaaSは「敗北原因の可視化」 1 という中核的な価値を提供する。 

分析（極めて高い有用性）：TradingOps Analytics 

個人トレーダー向けの最大の価値は「Aegis TradingOps Analytics」 1、すなわち「AIトレーナー」機能
にある。個人トレーダーの最大の問題は、プロダクトの目的 1 にもある通り、「なぜ負けたのかを知る
仕組み」の欠如である。 

Aegis MQLは、MT5などの取引履歴をアップロードするだけで「あなたの負け癖レポート」と「コツコツ
ドカン判定」を自動生成する 1。第1.4節で分析した通り、この機能の有用性は、競合SaaS（
TraderSync） 10 が提供する「統計的なミス」の指摘を凌駕する可能性がある点にある。 

TraderSyncの「午後に取引しすぎ」というフィードバック 10 よりも、Aegis MQLの「VWAP逆側突撃死」
や「ADX<20の時の逆張り」 1 といった文脈的な負けパターンの指摘は、トレーダーにとって遥かに実
行可能（Actionable）なアドバイスとなる。これが実現すれば、「敗北原因の可視化」という製品目的
に完全に合致し、極めて高い有用性を持つ。 

 

分析（限定的な有用性）：Risk Engine 

「Aegis Risk Engine」 1 の有用性は、個人トレーダーにとっては限定的である。「Dynamic TP/SL 
Engine」（出口最適化AI） 1 は、ポジション保有中にAIが最適なSL/TPを提示するため、裁量トレー
ダーの出口戦略を支援する上で有用である。 

しかし、中核機能である「KaaS (KillSwitch as a Service)」 1 は、汎用APIベースでの提供が想定され
ている。個人トレーダーが自身のMT4/MT5プラットフォーム 35 にこのAPIを組み込み、リアルタイムで
ポジションを制御するには、高度な技術的ハードルが存在する。この機能は、EA（自動売買）開発者 
1 には有用性が高いが、大多数の裁量トレーダーには直接的な有用性が低い。 

 



分析（有用性・中、ただし高リスク）：Multi-AI Consensus 

「Multi-AI Consensus Engine」 1 が提供する「Investment Strategy Copilot」 1 は、個人トレーダーに
とって高い需要がある機能である。「USDJPY買うべき？」といった平易な質問に対し、5モデルが合
議してBUY/SELLや根拠データを提示する機能 1 は、多くの個人投資家が求めるものである 27。 

しかし、この機能の有用性は、最終的に「AIの投資判断（予測）が当たるか、当たらないか」というパ
フォーマンスに依存する。これは、Aegis MQLが否定する「従来の投資支援ツール（「勝ち方」を教え
ようとする）」 1 と同じカテゴリーに分類されるリスクを孕んでいる。本SaaSの核心的な価値（「負け方
の制御」）とは逆の側面を持つため、その位置づけには慎重さが求められる。 

 

2.2. ターゲット別評価：プロップファーム（B2B） 
 

分析の結果、Aegis MQL SaaSはプロップファーム（Proprietary Trading Firms）にとって、最も強
力かつ完璧に近いソリューションを提供する。当該SaaSの3層アーキテクチャ 1 は、プロップファーム
のビジネスモデル 9 に内在する3つの主要な経営リスク（(1)トレーダーの破綻、(2)トレーダーの育成
コスト、(3)トレーダーとの法的紛争）のすべてに、ピンポイントで対応する。 

 

(1) トレーダーの破綻リスク → Risk Engine (KaaS) で解決 

 

プロップファームの最大の課題は、ファームの資本（Capital）を使って取引するトレーダーが、大きな
損失を出し破綻することである。Aegis MQLの「KaaS」 1 は、この課題に対する直接的な解決策とな
る。ファーム側（B2B）がKaaSを導入することで、個々のトレーダーのアカウントに対し、中央集権的
かつ動的な（AIによる）リスク管理を強制的に適用できる 1。 

例えば、「VIX急騰」や「金利イベント」 1 が発生した際、ファーム全体のリスク管理として、全トレー
ダーのロットを強制的に縮小したり、新規注文を停止したりすることが可能になる。これは、9でプロッ

プファーム向けソリューションの必須機能として挙げられている「Kill-switch support」の、AIによる高
度な実現形態である。 

 

(2) トレーダーの育成コスト → TradingOps Analytics で解決 

 

プロップファームは、継続的にトレーダーの「採用テスト」と「育成」 1 に多大なコストをかけている。



Aegis MQLの「TradingOps Analytics」 1 は、このプロセスを自動化・効率化する。 

トレーダー志望者のMT5履歴をAegis MQLに読み込ませるだけで、そのトレーダーのリスクプロファ
イル、「コツコツドカン判定」 1、そして「負けパターンカタログ」 1 が即座にAIによって可視化される。こ
れにより、採用の客観性が増すだけでなく、採用後の育成においても「あなたはNYで取引すべきで
はない」 1 といった具体的なコーチングをAIが自動で行うため、育成コストが大幅に削減される。 

 

(3) トレーダーとの法的紛争リスク → RegTech 
2 

 

これは、プロップファームにとって最も重要かつ深刻なリスクであり、Aegis MQLが提供する最もユ
ニークな価値である。 

公開Webサイト 2 が指摘する通り、プロップファームはトレーダーから「恣意的な介入（arbitrary 
intervention）」疑惑（例：ファームにとって不利なトレードを意図的に停止させた、不当なスリッペー
ジを発生させた等）で訴えられる経営リスクを常に抱えている。これは「トレーダーの信頼を失う最大

の経営リスク」である 2。 

Aegis MQLのRegTechアーキテクチャ 2 は、このリスクに対する完璧な「盾（Aegis）」となる。 

この有用性は、(1)のKaaSと強固に連動している。例えば、Aegis MQLのKaaS 1 が作動して、あるト
レーダーのポジションを市場イベント中に強制決済したとする。トレーダーが「ファームによる不当な

介入だ」と主張しても、ファーム側はAegis MQLの「不可改竄SRE（Immutable SRE）」 2 に記録され
たログに基づき、「（日本時間）X時Y分Z秒にVIXが閾値Aを超え、かつUSDJPYのスプレッドがB pips
拡大したため、事前に開示された規約通りのリスク管理ロジックに基づきKaaSが作動した」という「監
査対応可能な技術的証跡」 2 を提示できる。 

これにより、ファームの介入が「恣意的」ではなく「体系的（Systematic）」であったことを法的に証明で
きる。これは、プロップファームにとって「キルスイッチ機能」そのものよりも遥かに価値が高い、経営

上の防衛策（法的証跡）である。 

 

2.3. ターゲット別評価：証券会社・金融機関（B2B） 
 

証券会社や銀行といった既存の金融機関にとって、Aegis MQLは「AI時代の新たなRegTechインフ
ラ」として高い有用性を持つ。 



 

分析（高い有用性）：RegTech (Multi-AI Consensus) 

 

証券会社は、インサイダー取引、マネーロンダリング（AML）、風説の流布といった不公正取引の監
視 1 を法的に義務付けられており、そのためのシステム（取引モニタリング）を運用している 14。 

既存のRegTechソリューションも、これらの監視業務にAIを活用している 16。しかし、Aegis MQLが焦
点を当てるのは、これらのRegTechとは異なる、次世代の課題である。それは、FISCや金融庁（FSA
）が懸念する「AIのブラックボックス問題」と、それに伴う「AIの説明責任（Explainability）」である 2。 

従来のRegTechソリューションがAIを用いて「マネロンの疑い（スコア90%）」とアラートを上げた場
合、「なぜAIがそう判断したのか」の根本的な理由（ブラックボックス）を監査当局に説明することは困
難であった 2。 

Aegis MQLの「Multi-AI Consensus」 1 と「RegTechアーキテクチャ」 2 は、この問題を解決する。
Aegis MQLが「マネロン疑い」と判定した場合、コンプライアンス部門は監査当局に対し、以下のよう
な「GenAI因果指紋分析」 2 に基づく説明が可能となる。 

「本件は、Aegis MQLの合議制により判定されました。GPT（定量分析）は『取引パターンの統計的異
常』を指摘し、Claude（論理分析）は『口座名義と取引目的の論理的矛盾』を指摘し、Grok（センチメ
ント分析）は『関連するSNS上の不審な言動』を検知しました。これら3モデルの合議に基づき、総合
的に『マネロン疑い』と判定しました。全プロセスは不可改竄SREに記録されています。」 

これは、規制当局（FSA）に対する「監査対応可能な技術的証跡」 2 となり、従来の「ブラックボックス
AI」を用いたRegTechソリューション 15 に対する、明確かつ強力な優位性（有用性）となる。 

 

第3部：総論および戦略的推奨 
 

3.1. 結論：「世界初」の再定義 
 

本デューデリジェンスの結果、Aegis MQL SaaSの「世界初」という主張は、単一の機能ではなく、そ
のアーキテクチャと機能の特異な組み合わせにあると結論付けられる。 

マーケティング戦略上、「世界初」と主張すべき点と、そうでない点を厳密に区別する必要がある。 

「世界初」ではない（競合が先行する）領域 



 

1.​ 「Multi-AI Consensus（合議制）」という手法: 
○​ 理由: ChainlinkがDTCC、Swift、その他24の主要金融機関と推進する業界イニシアチブ 5 
が、同一の主要LLM（GPT, Gemini, Claude）を用いて先行している。この事実により、「AI
合議」そのものを「世界初」と主張することは困難である。 

2.​ 「AIトレーディングコーチ」というSaaSカテゴリ: 
○​ 理由: TraderSyncが「Cypher」という名称の「AI Trading Coach」 8 を既に市場に提供して
おり、このカテゴリの先行者となっている。 

3.​ 「Kill Switch」という機能: 
○​ 理由: 15年以上前（2009年）からNYSE（取引所） 13 で実装されており、プロップファーム業
界 9 では標準的な必須機能である。 

 

「世界初」と主張し得る（特異性が極めて高い）領域 

Aegis MQL SaaSは、以下の3点において「世界初」または「極めて特異なイノベーション」であると評
価できる。 

●​ A. 機能レベルの「世界初」：文脈的AIコーチ 
○​ 「負けパターンカタログ」 1: 既存のAIコーチ（TraderSync） 10 が行う「統計的なミス」の指摘
（例：「午後の取引で損失」）を超え、「NY反転死」「VWAP逆側突撃死」のような「文脈的な失
敗パターン」を自動で命名・カタログ化する機能は、世界初である可能性が高い。 

●​ B. 製品カテゴリの「世界初」：リスク管理のSaaS化 
○​ 「KaaS (Kill Switch as a Service)」 1: 従来、取引所やファームの内部システムの一機能 9 
であったキルスイッチを、AIによる動的判定（VIX, 金利等）を加え、プラットフォーム非依存
の汎用APIとして「SaaS化（as a Service）」する製品カテゴリは、世界初である可能性があ
る。 

●​ C. アーキテクチャレベルの「世界初」（最重要）：AI監査インフラ 
○​ 「AI監査（RegTech）の垂直統合」 2: 本SaaSの最大の新規性。「AIによる金融意思決定（合
議）」と「その決定プロセスの完全な監査証跡（GenAI因果指紋分析 + 不可改竄SRE）」を、
単一のSaaSアーキテクチャで垂直統合した点にある。これは、「AIの説明責任」という次世
代のコンプライアンス課題に特化した、世界初のRegTechインフラである。 

 

3.2. 戦略的推奨 
 
上記分析に基づき、Aegis MQL SaaSの市場投入および製品開発に関して、以下の戦略を推奨す
る。 

●​ マーケティングメッセージの最適化: 
○​ 「5モデルAI合議」を「世界初」として第一に主張することは、Chainlinkの著名な事例 5 に
よって容易に反証されるリスクがあるため、推奨されない。 



○​ 「世界初」の主張は、2で定義されるRegTechアーキテクチャ（「GenAI因果指紋分析」と「不
可改竄SRE」の統合）、およびプロップファームの「恣意性リスク」の解決 2 という、極めて具
体的かつ防御的な価値に集中すべきである。このポジショニングは、競合が存在しないブ

ルー・オーシャンである。 
●​ B2CとB2Bの戦略的分離: 

○​ B2C（対個人）戦略: 「AIトレーナー」の「負けパターンカタログ」 1 の具体性を前面に出し、
TraderSync 8 の「抽象的なフィードバック」 10 との明確な差別化を強調する。「なぜ負けた
のかを知る仕組み」 1 を、競合のどこよりも深く提供できる点を訴求すべきである。 

○​ B2B（対プロップファーム）戦略: このセグメントを最優先ターゲットとすべきである。「KaaS」 
1 と「RegTech（法的証跡）」 2 の組み合わせを、単なる「リスク管理ツール」 9 としてではな
く、「経営防衛SaaS（法的紛争リスク対策）」としてパッケージ化する。これは、プロップ
ファームの経営者にとって、より高付加価値なソリューションとなる。 

●​ 製品開発の焦点: 
○​ 本SaaSの核心的価値は「敗北原因の可視化」 1 と「AIの判断プロセスの可視化」 2 という、
「透明性（Transparency）」と「説明責任（Accountability）」にある。この2点を技術的に磨き
上げることが、市場における唯一無二の地位（Niche）を確立する鍵となる。 

○​  
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